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佃　政則

穿孔基質の違いによるアゲマキの殻長と巣穴面積との関係

は じ め に

　アゲマキSinonovacula constrictaは佐賀県有明海の漁業
資源として重要な二枚貝で，原因不明の斃死に伴い1994
年以降ほとんど漁獲がないことから，佐賀県では，1996
年から資源回復のための種苗生産・放流技術の開発に取
り組んできた1-8．
　この種苗生産技術の中で，基質の扱いやすさから，生
産基質にマイクロスセラミック（株式会社ノーラ，以下
「砂」とする）を用いており，これまでの有明海の干潟
の泥（以下「泥」とする）を用いてきた生産に比べ，飼
育管理や種苗の取り上げが効率化された。また，泥を用
いる場合，採取する時々により，粒度組成や泥の中の競
合生物の混入など性状が一定でなく，種苗生産に不確定
要素が多く含まれることになるが，砂を使用する場合，
毎回一定品質の底質となることで，種苗生産の安定性が
期待され，実際，順調に効率よく進むようになった。
　ただ，砂を用いた種苗生産では，アゲマキ稚貝が殻長
3～6㎜前後に成長したときに，大量死を引き起こすこと
があった。泥を基質にした場合，巣穴が崩れることなく，
1個体あたり小さな穴になる傾向があったが，砂は基質
の粒径が0.5～1.5㎜であることから，巣穴が十分に形成
されず，稚貝を過密に飼育した場合に，各個体の巣穴が
ぶつかって崩れている様子がしばしば観察された。
　このように，砂を基質とした場合に，巣穴がうまく形
成されないことが，アゲマキ稚貝にとってストレスの原
因となり，表面への浮上，這い出し・斃死を引き起こし
ている可能性が考えられた。
　大隈ら4および津城ら8の報告によると，単位面積当た
りの飼育可能数量として，殻長8㎜の種苗を生産する場
合，泥では約15,000個/㎡であり，砂の4,000～5,000個/㎡
の4倍にもなる。これは，底質が巣穴の形状維持と関連

する制限要因として大きく影響しているためと考えられ
た。
　このように，アゲマキの生息には泥が重要であるが，
有明海の底泥は，成分としてモンモリロナイト，カオリ
ナイトなどの粘度粒子などから構成されている9。この
ような泥の代替物になり得る市販の粘土状物質として，
ベントナイトが挙げられる。ベントナイトは，モンモリ
ロナイトを主成分とし，石英，クリストバライトなどの
鉱物を含む粘土状物質で10，有機物を含まず，高い粘性
や粘着性，吸水性，吸着性から多くの産業に利用されて
おり11一定品質で大量に入手することが可能である。
　そこで，本報では飼育基質の違いによる稚貝の殻長と
巣穴の面積との関係を明確にするため，泥，砂およびベ
ントナイトの3つの基質を用いて稚貝の巣穴形成実験を
行った。この結果より，基質の違いによる殻長あたりの
巣穴の面積との関係式を推定し、単位面積当たりの適正
密度を検討した。

材料および方法

　実験は，飼育基質として泥，砂，砂＋ベントナイトの
3つの区を設定した。泥には六角川河口域で採取した中
央粒径10㎛，含水率67％のものを使用した。砂は粒径
0.3～0.6㎜を使用した。ベントナイトについては，品川
窯材株式会社の筑前8号（中央粒径約3.4㎛）を海水に溶
き，含水率約79％のものを使用した。
　泥区および砂区については，基質をプラスチック容
器（縦24㎝，横35㎝，高さ7㎝）に，4㎝の厚さに詰め，
その上に海水（塩分25）を容器上面まで張り，水温が20
℃となるように調節した．砂＋ベントナイト区について
は，上述の容器に砂を3㎝敷き，その上にベントナイト
を1㎝流し入れ，その後海水を容器上面まで張り，水温を上
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述と同様に設定した。
　それぞれの区に，殻長約5～20㎜の稚貝を30個体投入
し，3日間飼育した。稚貝の投入の際には，各個体を
十分に離し，巣穴およびその影響範囲が重ならないよ
うに注意した。実験期間中は，1日当たりChaetoceros 

neogracileを5万cells/㎖となるように投餌した。
　3日後，形成された巣穴について写真を撮影し，パ
ーソナルコンピュターに取り込み，画像解析ソフト
ImageJ2を用いて巣穴面積および巣穴の影響範囲を計測
した。また，巣穴を掘り起こし，各個体の殻長を測定し
た。得られた殻長と巣穴面積について，ピアソンの相関
係数によって解析するとともに，単回帰により回帰直線
を求めた。

結果および考察

　各実験区別の殻長と巣穴の面積との相関関係について
図1，2，3にそれぞれ示す。いずれの実験区においても，
殻長と巣穴の面積との間に，有意に高い相関関係が見ら
れた。（p<0.01）。このことはアゲマキ稚貝の大きさに
より巣穴面積が決まり，また，各相関係数と切片の違い
から，基質により巣穴の面積が異なることが示された。
　本実験結果で得られた相関式をもとに，泥区を1とし
た場合の砂＋ベントナイト区および砂区の巣穴の面積と
の比率を求めた。その結果，飼育密度の比率は，泥を1
とした場合，砂＋ベントナイト区で0.45，砂区で0.08と
なる。次に各個体の巣穴が接触しないと仮定した場合の
単位面積当たりの種苗生産可能数量について推定した。
推定には，泥を基質に用いて種苗生産を実施した大隈ら4）

の報告にある，殻長8㎜の稚貝15,400個/㎡を泥区の適正
密度とし，本実験で得られた泥と他区との比率を用いた。
　表1に殻長8㎜の推定適正密度について示す。本結果
では，殻長8㎜の稚貝を飼育する場合，泥で大隈らの報
告した15,400個/㎡と仮定すると，砂で約1,300個/㎡とな
り，泥区は砂区の約11倍にも達した。砂+ベントナイト
区では，殻長8㎜の稚貝は約7,000個/㎡収容でき，泥の
約2分の1，砂の5倍となった。このことからベントナイ
トを飼育に用いることにより，飛躍的に飼育密度を上げ
ることが可能であると推定された。
　砂の巣穴が大きくなる原因については，粒径が大きい
ために，泥のような粘性がなく，巣穴壁面が崩れ，大き
な巣穴になっていると推定された。一方，泥はその粘性
や分子間力の影響で巣穴がきれいに保持されると推定さ
れた。

　砂+ベントナイトについては，本実験後に透明なアク
リル水槽で巣穴の作成を観察したところ，アゲマキが砂
の中に巣穴を堀り，その巣穴壁面にベントナイトが入り
込むことで，ベントナイトが接着剤の役割をし，崩壊を
防いでいることが観察された。
　ベントナイトは主成分がモンモリロナイトで，泥と同
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図1　稚貝の殻長と巣穴面積との関係（泥区）

図2　稚貝の殻長と巣穴面積との関係（砂+ベントナイト区）

図3　稚貝の殻長と巣穴面積との関係（砂区）

表1　稚貝の殻長と飼育基質別の推定飼育適正密度（個/㎡）

泥※ 砂＋ベントナイト 砂

8mm 15,400 7,002 1,306

10mm 9,800 5,043 937

12mm 6,700 3,722 690

※大隈ら（2004）4)を参照

基質
サイズ
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じであることから，ベントナイトを生産基質として使用
することで，泥に類似した巣穴が形成されると考えられ
た。
　これらの検討の結果，砂＋ベントナイト区では泥に次
ぐ飼育可能密度になると推定され，稚貝飼育に効果を発
揮すると考えられた。また，これらの結果を踏まえ，ベ
ントナイトについては，泥の代替基質として，砂を用い
た飼育方法の改善に大きな効果を発揮することが期待さ
れ，大量種苗生産の現場での技術確立が必要である。
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